
＜教育目標＞

校長　越智 勝也 日 曜

1 木

11 日

12 月

14 水

15 木

16 金

21 水

23 金

26 月

29 木

日 曜

6 水 クラブ活動(最終)

8 金

12 火 ６年生を送る会　お別れ遠足[お弁当]

13 水 委員会活動　遠足予備日[お弁当]

避難訓練（地震・火災）

学年末懇談会[希望制]①

15 金 学年末懇談会[希望制]②

20 水 ㊗春分の日

給食最終日　卒業証書授与式の準備

卒業証書授与式

25 月

28 木

日 曜

8 月

12 金

22 月

26 金

しらさぎ集会

教育相談旬間心のアンケート

振替休日

クラブ活動(3年生見学)

避難訓練（地震・火災）

新入生一日体験入学

委員会活動

㊗天皇誕生日

優しい言葉一つで冬じゅう暖かい ＜２月の行事予定＞

西条市立壬生川小学校

し ら さ ぎ令和５年度 ｢共に学び合う やさしく
　たくましい 壬生川っ子の育成｣学校だより[２月号]

行　　事　　内　　容

しらさぎ集会　地域未来塾（最終）

参観日(授業参観、学年ＰＴＡ)

学校保健委員会(5・6年)

㊗建国記念の日

　１年の中で、最も寒い時季となりました。平安時代
の女流作家で歌人の清少納言が著した「枕草子」の一
部に、「冬はいみじう寒き、夏は世に知らず暑さ（冬
はとても寒いのがよく、夏は途方もなく暑いのがよ
い）」と詠っていますが、やっぱり寒すぎるのは苦手
です。早く寒さが和らぐことを期待するとともに、子
どもたちと元気よく活動したいと思います。
　標記は、「寒い日に読みたい名言・格言」の中に
あった言葉です。中国のことわざ「良言入耳三冬暖」
が出所のようです。良い言葉が耳に入れば、冬の三ヶ
月間もの長い期間が暖かい気分になるといった意味で
しょうか。一つの言葉がもたらす効力を少し大げさに
表現しているようですが、何か共感できます。マイナ
ス的なイメージを伴う言葉で、「気分が」に続く言葉
がいくつか想い浮かびます。「気分が ～ 滅入る・沈
む・落ち込む・晴れない・上がらない・優れない・乗
らない・重い」などなど。それらを冬の寒い季節に結
び付けて考えてしまうことがあります。そんな時、何
気ない一言が、人の気分を大きく変えることになりま
す。「いつもありがとう」「困ったときは頼ってね」
「何か手伝えることはある？」「無理しないでね」
「気を付けてね」「助かるよ」などなど。子どもたち
へ言葉を掛ける時、少し意図的な優しい言葉を添えな
がら、子どもと一緒に私たちの心も温めたいと思いま
す。「気分が ～ いい・すっきり・ほぐれる・弾む・
晴れる・楽になる・舞い上がる・軽やか」など、「冬
じゅう」とまではいかなくても、暖かさの広がる時間
が「一日中」か「一時（いっとき）」にすることは、
割と簡単に出来そうです。
　もう一つ、前述にも関連できそうな話題です。前任
校で「短所を長所に置き換える」と題した資料を作成
したことがあります。普段から仲の良い学年集団です
が、相手の気分を害する言葉のやりとりが時々気にな
り、適切な指導を展開する学級担任へ提供するためで
した。例えば、「短所:うるさい☞長所:明るく快活、
にぎやか」「短所:頑固☞長所:信念をもっている、意
志が強い」「短所:仕切りたがり☞長所:調整力があ
る、リーダーシップが高い」などと、少し落ち着いて
見直すと、違った視点に気付くことができます。一人
一人個性の異なる仲間が集団生活をする中では、思う
ようにいかないことも多々生じます。今年度も、幾度
か学びを重ねながら、成長してきた子どもたちです。
これからも、「やさしい子」の溢れる学校に仕向けて
いきます。
　それでは、「何も咲かない寒い日は、下へ下へと根
を伸ばせ。やがて大きな花が咲く。」の言葉を胸に刻
みながら歩んでいきます。引き続き、体調管理に気を
付けながら過ごすようご指導ください。今後も、ご支
援ご協力の程よろしくお願いいたします。

1～4年…9:00下校、5～6年…11:10下校

修了式　11:30集団下校

参観日　学年ＰＴＡ

教育相談会①〔②23日(火)、③25日(木)〕

ＰＴＡ役員会①

離任式　9:00までに登校・10:00頃下校

1～4年と6年…14:35下校、5年…16:10下校

22 金

ＰＴＡ役員会（新旧役員の引継ぎ）

6 火

＜３月の主な行事＞
行　　事　　内　　容

14 木

21 木

＜４月の主な行事＞

行　　事　　内　　容

＜お知らせ・お願い＞

　　      【交通安全について】
　自転車走行中の交通事故を防ぐため、下の内
容について、今一度お子様と一緒にご確認くだ
さい。
　１ ヘルメットの着用
　２ 交通ルールの遵守(一時停止、左側通行等)

　３ 薄暮の早目のライト点灯と反射材の使用
　４ 自転車の定期的な点検　など
　また、子どもの交通事故の特徴として、「夕
方、自宅近くの信号のない場所(特に帰り道)
で、飛出しが原因による交通事故が多い」とさ
れています。状況を想定した安全についても併
せてご確認ください。

＊現時点での予定です。変更することがあります。

新任式　始業式　入学式



★｢高齢者体験｣～総合的な学習の時間
「視野がせまくて、こわいな。」
「膝が曲げづらいから、靴をはくのが大変だ。」
「杖がこんなに便利だとは思わなかった。」
「階段は手すりがないと怖いな。」
など、多くの気付きがありました。これらの気付きから
「自分たちができることは何か。」をテーマに、今まで
の体験や学びを生かして取り組んでいこうと思います。

★｢委員会活動｣へ！
　来年度に向け、委員会活動について
学び、自分が取り組みたい委員会を決
決めます。学校全体のために、どんな
ことができるか考えていきます。

＜ ３ 年 生 ＞ ＜ ４ 年 生 ＞

　卒業までの登校日が、残り４０日を切りました。友達
との思い出づくりなど、一日一日を大切に生活していま
す。先月より始動した『卒業プロジェクト』は、｢感謝｣
と｢思い出｣をテーマにし、自分たちで企画・準備を行
い、活動している真っ最中です！卒業まであとわずかで
すが、今後とも諸活動へのご理解ご協力をよろしくお願
いします。

★新入生物品販売！～東予東中学校
・日時　２月２０日（火）１６時～
・場所　東予東中学校

＜ ５ 年 生 ＞ ＜ ６ 年 生 ＞

＜今月のお知らせ･お願い ～ 特別支援教育 及び 各学年(１～６年)より＞

＜特別支援教育＞

＜ １ 年 生 ＞ ＜ ２ 年 生 ＞

　１年生は、ほぼ毎日、繰り上がり・繰り下がりのある計算に
取り組んでいます。２年生に向け、確実に計算できるよう、子
どもたちは頑張っています！ご家庭でも、声掛けや見届けをよ
ろしくお願いいたします。
 もうすぐ、時計の学習が始まります。
学習が始まりましたら、日常生活の中
に「１１時５５分だね」「今、何時何
分」など、時計を見て時刻を読む時間
を取り入れてください。学習が定着で
きるようにご協力ください。
【最近の１年生】
★新しい係を頑張っています！
　（前の係の児童が、新しい係の児童に教えてい
　　る姿も！素敵です！）
★帰りの会で、友達のいいところをたくさん
発表しています！
★体育の授業や休み時間で、縄跳びを頑張っています！

★クラブ活動見学！
　２月１４日(水)６校時です。学校には、いろい
ろなクラブ活動があります。どのクラブに入りた
いかを考えながら、興味を持ちながら見学できた
らと思います。
　下校時刻は、３時４０分頃になります。

★防火ポスター！
　少年消防クラブの活動で、防火ポスター
を描きます。少年消防クラブや
社会科で学習したことを生かし
て、自分たちにできることの一
つとして、防火を呼び掛けてい
きます。

★地域未来塾
　今年度の地域未来塾も、２月１日で最終日です。分
からない箇所を地域の先生に聞いたり、友達と教え
合ったりしながら、楽しく勉強することができまし
た。家庭における自分に合った学習習慣が確立できた
らと思います。引き続き、あたたかい声掛けをお願い
します。

★ミシンでエプロンを縫います！
　エプロンの注文、ありがとうござ
おました。初めてミシンを使う子も
多いとは思いますが、よい仕上がり
になるように一緒に頑張っていきた
いと思います。

　１月の｢町探検｣では、準備物等でお世話になりまし
た。最高に楽しい思い出ができました！
★２月６日(火)の授業参観は、学級活動「ぼく・わ
たしのたん生」を学習します。お家の方からお預かりし
た手紙を子どもたちに渡します。その後、子どもたちが
作成する「成長アルバム」に添付します。
★生活科「あしたへジャンプ」で「成長アルバム」を作
成します。そのために、２月７日(水)～１９日(月)に、
①生まれたころ(０～３才)、②４～６才、③１年生の自
分について、お家の人に
インタビューを行い、プリ
ントにまとめる宿題を出し
ます。ご協力よろしくお願
いします。

「野球しようぜ！」　大谷翔平選手から学ぶ

　１月中旬、壬生川小学校にも大谷選手から全国の小学生へのプレゼント、グローブが届きました。「大谷選手のグローブだ！」「西条は田

舎だから、グローブはこないと思っていた。本当に届くなんてびっくり！」ドキドキしながらグローブに手を入れたり、いろいろな角度からタ

ブレットで撮影したり、教室の中に満面の笑顔と幸せな時間が広がりました。「体育館で順番を守って使ったらいいと思う。」子どもたち

は、海を越えての大谷選手からのエールに、思いを巡らせていました。

　大谷選手がインタビューの中で語っていた言葉です。自分と向き合っている大谷選手のメッセージは、本当に力強い！

「不可能だと思われていればいるほど、それを成功させたら自分に返ってくる達成感は大きくなります。

　それに、『無理だろう』という意見がどれだけあっても、僕自身は100％できると信じていました。」

「一番楽しいのは、自分が成長できたなってこう、実感する日。そこを楽しみにやっているようなものなので。」

「やれるか、やれないかではなくて、自分次第。」

「成功するとか失敗するとか、僕には関係ない。それをやってみることの方が大事。」

　予測不可能な将来を担う子どもたちへの思い、右利き用と左利き用・小さいサイズの３つのグローブに込められた気配り、期待を裏切ら

ない成長への挑戦と努力・・・新天地ロサンゼルス・ドジャースでの大谷選手の活躍にますます目が離せなくなりそうです。


